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「人権」についての話
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校　長　竹内　まゆみ

　師走に入りましたが、暖かな日が続きます。２学期も早いもので、あとひと月となりました。

　過日実施いたしました持久走大会では、走路の安全確保のため、多くの方々にご協力をいただきました。ありがとうございました。また、川口市スポーツ少年団駅伝競走大会には、小学校の部として、全学年（４年・５年・６年）の６チームを編成し、参加することができました。中学校と校庭を共有するという必ずしも恵まれた運動環境ではありません。部活動の朝練習後や業間休みの限られた時間での練習です。子供たちのがんばる姿に、私たち大人も元気をもらっていま
す。今月も感動に出会う学校生活の実現に努めてまいります。引き続き皆様のご理解、ご協力をお願いいたします。

　さて、毎年、１２月４日から１０日までの１週間を、人権週間（１０日は世界人権デー）としています。これは、１９４８年１２月４日、パリで開かれた第３回国連総会で世界人権宣言が決められたのを記念して始まったものです。人権週間は、世界中の人々が、自分も他人も、みんな
大切にすることを考えたり、実行していくことを考えるために決められました。　

　人権とは、「人は誰もがその人らしく生きていくことができる権利」のことです。学校でも地域でも温かい人間関係が作り出せるように、大人の責任は大きいと思います。人権週間にちなみ、
ご家庭でも、身近なところから「人権」の大切さについて考えていただければ幸いです。

　

　昨年度も書かせていただきましたが、「いじめ」とは「一定の人間関係のあるものから、心理的・物理的な攻撃を受けたことにより、精神的な苦痛を感じているもの」（文科省）と定義されています。つまり、行為者ではなく、行為を受ける側の気持ちや捉え方が大切であるということです。言うまでもありませんが、人の心は目には見えません。子供自身が自覚していなくても、知らず知らずのうちにいじめの加害者になっている可能性もあるということです。親や教育に携わる私たちは、いじめの問題が深刻化している今、「人の気持ちを想像すること」、「相手の立場に立って考えること」の大切さを毅然とした態度で教えていきたいものです。子供たちの言動は、
私たち大人がモデリングとなっていると言われます。自分を振り返る「人権週間」にしていきたいと思います。

　　　　　　  　 　　　十二月田小だより　　


　　　　　


学校教育目標  　進んで学ぶ子　仲良くできる子　たくましい子
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１１月は「児童虐待防止推進月間」でした。





連日テレビ等で報道されているように、児童虐待は後を絶ちません。埼玉県内では、虐待を受けている疑いがあるとして、県警が児童相談所（児相）に通告した１８歳未満の子供は、昨年よりも1,121人多い4,752人となっています（１月～６月）。統計のある11年から７年連続で増加しています。


　学校には、虐待を早期発見し、通告する義務があります。


　子育て等についてお悩みがありましたら、ぜひご相談ください。解決に向けての糸口を一緒に考えていきましょう。子供たちは大人になるための階段をゆっくりと上っています。その歩みは一人一人異なります。子供たちを温かく包む学校、社会でありたいと思います。








